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Abstract
During the period of Vichy (1940-1944), the educational system was reformed according to the slogan, 
“Travail, Famille, Patrie”, and “Révolution nationale”. In elementary schools “instruction morale et 
civique” of the third republic was replaced “Eduation morale, civique et patriotique”. Originally, the gov-
ernment decided that it could include “religious education” in public elementary schools, but the Minister of 
public education, Carcopino, made a new law and forbade religious education in the schools.  Many new 
textbooks were pubished in this period. The contents were similar to those of the first period of the third re-
public, although Phillipe Pétain attacked the spirit of third republic.
はじめに
1939 年 9 月 1 日にドイツはポーランドに侵入し，9 月 3 日にはフランスはドイツに対して宣戦布告
する．1940 年 5 月にはドイツ軍が一斉攻撃をかけ，6 月 14 日にはパリに入城する．
ペタン（Phillipe Pétain, 1856-1951）はドイツとの休戦を主張する．フランスはパリを含む「占領地帯」と
「自由地帯」に分割される．6 月 17 日にはボルドーに移っていた議会はペタンに政権をゆだねる決議を
する．6 月 22 日に休戦協定が調印された．パリを含む国土の 5 分の 3 はドイツ占領下におかれ，フラ





ペタンは 1940 年 6 月 17 日には「祖国の伝統に対する信仰に従うしかないゆえ…すべてのフランス人
は政府の周囲に集合する．」2）と訴える．6 月 25 日には「未来にむけて…新たな秩序をつくりあげること」
「知的，道徳的再建」の必要性を主張し，これまでは「享楽の精神」3）であったとらえ，第三共和政期を「個
人主義」の時代と批判的に位置づける．カトリシズムを思想的な支柱におく．
ラヴァル (Pierre Laval, 1883-1945) らによって新憲法が審議されていく．1940 年 7 月 10 日の憲法的法








廃止していくことになる．しかし，フランスは国土の 5 分の 3 を失っている．
「占領地域」においては「ヒトラー総統と軍の最高司令官により権限を授与されたフランス軍」による使
用禁止手引書（manuels, 「教科書」と訳すこともできる）目録が 1940 年 8 月 30 日のオルドナンスによって，





























新たな精神にもとづいた初等教育改革の必要も述べている．後述する 1940 年 12 月 5 日の官報告示の教
育プログラムも掲載されている．「なぜシュヴァリエ氏は神を道徳のなかに再導入したのか？」と述べ国
民への周知をはかっている 18）．ホールズによると，「道徳改革」にもっとも影響力があったプロパガン
ダは映画であり，1941 年の映画館入場者数は 2 億 2480 万人にのぼったという．この時代，多くのフラ
ンス人は週に 1 度は映画をみていた 19）．また，学校教育に映画をとりいれようと政府としても考えて
いた 20）．実際に理科学習における自然現象や地理学習における各地の状況に関する映画もつくられて






























さらに，公立学校における宗教教育の復活が企てられた．1940 年 9 月 3 日には，1904 年 7 月 7 日の
法律（修道会による教育の禁止）が廃止されていた．教会側はカテキスム書の必要性をはやくも主張しは
じめる 26）．また，第三共和政期に手引書から一時期消えた「神」などの語句を再び手引書に取り入れよ
うとした 27）．さらに，1941 年 1 月 6 日の法律（大臣の名前をとってシュヴァリエ法といわれる）で小学
校における宗教教育（カテキスム）が選択科目として認められ，私立学校への公費助成も可能になった．
司祭が公立小学校にはいることも可能になった．宗教教育は司祭でしか担当できないことが多かった．
しかし，国民教育大臣ジャック・シュヴァリエ（Jacques Chavalier, 1882-1962, 在職 1941.12.13 ～
1942.2.23.）のこのような政策が反教権派の反感をかったことは確かであり，1941 年 2 月 23 日には国民
教育大臣を解任される．
シュヴァリエのあとに国民教育大臣 28）となるのが，ジェローム・カルコピーノ（Jérôme Carcopino, 
1881-1970，在職 1941.2.24-1942.4.18.29）である．シュヴァリエの時代に導入された私立学校への公費援助











1941 年 8 月 15 日の法律（カルコピーノ法）第 1 条で小学校は第 1 サイクル（CP, CE,CM）と第 2 サイク
ル（2 年間）に分けられ，翌 8 月 16 日の省令で学習プログラム 33）が出される．なお，同法で高等小学校
は廃止され，現代コレージュ・技術コレージュとなる（5 条）．その点はヴィシー政権解体後にも影響を
及ぼすところとなった．1940 年の学習プログラムよりカルコピーノ法の影響下にある 1941 年 8 月に出
されたものがよりヴィシー政権崩壊にいたるまでより長期にわたって実効性があったと考えられるゆ
え，以下に 1941 年版を検討する．
いずれの学年も「道徳・市民・愛国教育（Education morale, civique et patriotique」が週 1 時間，「宗教教















































委員会（Comission de la révision des manuels scolaires）」が招集され，ナショナリズムに妥協がゆるされな













































































1943 年 4 月 12 日にラヴァルは文部大臣の権限で手引書を発行禁止にできるという政令 70）をさらにだす
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